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3. 技術の特定エラー（技術審判員が行う減点例） 
 
 

 
ﾐﾃﾞｨｱﾑ 

（中欠点） 
0.2 

ｴｱｰﾎﾞｰﾝ動作で、手足の離床や着地が同時でない場合 X 
ﾗﾃﾗﾙやﾋﾝｼﾞで肘の指す方向が正しく無い場合 X 
ﾌﾟｯｼｭ･ｱｯﾌﾟの着地でｺﾝﾄﾛｰﾙされていないﾃｸﾆｯｸでの着地を

した場合 X 
 

 

4. エレメントの最低条件 
 
PUSH UP & WENSON PU FAMILIES  

(ﾌﾟｯｼｭ･ｱｯﾌﾟ & ｳｴﾝｿﾝ･ﾌﾟｯｼｭ･ｱｯﾌﾟ･ ﾌｧﾐﾘｰ) 

 下降した最終位で胸とﾌﾛｱの距離が、ﾌﾛｱから 10cm 以上離れないこ

と。 

 

 

PLIO PUSH UP FAMILY (ﾌﾟﾗｲｵ･ﾌﾟｯｼｭ･ｱｯﾌﾟ･ﾌｧﾐﾘｰ) 

 下降した最終位で胸がﾌﾛｱから 10cm 以上離れないこと。 

 両手が一緒にﾌﾛｱから離れなければならない。 

 ﾂｲｽﾄを伴うﾌﾟﾗｲｵ･ﾌﾟｯｼｭ･ｱｯﾌﾟのｴﾚﾒﾝﾄでは両手がﾌﾛｱから離れなけれ

ばならない条件の代わりに、ｱｰﾑ･ｲﾝﾊﾟﾙｽ後に手とﾌﾛｱの接触がない

局面を見せなければならない。 

 ｴｱｰﾎﾞｰﾝでのﾌﾟﾗｲｵ･ﾌﾟｯｼｭ･ｱｯﾌﾟのｴﾚﾒﾝﾄでは、ｴﾚﾒﾝﾄが終了する前にｴ

ｱｰﾎﾞｰﾝの段階を見せること。 

 

 

A-FRAME FAMILY (A-ﾌﾚｰﾑ･ﾌｧﾐﾘｰ) 

 下降した最終位で胸がﾌﾛｱから 10cm 以上離れないこと。 

 ｴｱｰﾎﾞｰﾝの段階でのﾊﾟｲｸ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ（体幹と両脚の角度が 60°）。 

 

 
 CUTS & V-SUPPORT FAMILIES  

（ｶｯﾄ & V-ｻﾎﾟｰﾄ･ﾌｧﾐﾘｰ） 

 ｴﾚｴﾝﾄが終了する前にｴｱｰﾎﾞｰﾝの段階を見せなければならない。 

 

 
HIGH V-SUPPORT FAMILY  

（ﾊｲ･V-ｻﾎﾟｰﾄ･ﾌｧﾐﾘｰ） 

 ｴﾚｴﾝﾄが終了する前にｴｱｰﾎﾞｰﾝの段階を見せなければならない。 

 背中は、床に対して最低でも平行でなければならない。 
 

 


